
別所の郷  憩いの広場 

5月8日(日) 午前10時～午後3時 6月4日(土)・5日(日) 

牛岳山頂(標高987ｍ)を中心に広がる森林浴の森 

『グリーンシャワーの降る森』 の中を登山しよう!

庄川と散居に広がる健康フラワー都市 
― 花香り、 水清く、 風さわやかなまち  砺波 ― 

特集   
市民プラザの建設が始まりました！ 
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市民カレンダー 

砺波総合病院から 

みんなの健康・健康カレンダー 

となみの福祉 

文化となみ 

文化会館・美術館 

四季彩館・図書館 

イベント情報 

●砺波市民憲章を解説します 

●新砺波市議会議員の紹介 

●議会報告 

●公共事業発注状況 

イベントレポート 

ホットな話題 

くらしの情報 

･･･ 2

CONTEN T S 今月の内容 
5月号 
2005  平成17年 

出町子供歌舞伎曳山祭出町子供歌舞伎曳山祭り 出町子供歌舞伎曳山祭り 
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施設配置図 

平
成
18
年
10
月
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て 

市
民
市
民
プ
ラ
ザ
の
建
設
建
設
が 

　
　
　

　
　
　  

始
ま
り

始
ま
り
ま
し
た

ま
し
た 

  

庄
川
支
所
で
は
改
修
工
事
が
始
ま
り
、

管
理
課
お
よ
び
市
民
福
祉
課
は
、
５
月

２
日
よ
り
庁
舎
右
側
へ
仮
移
転
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
何
か

と
市
民
の
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
市
民
プ
ラ
ザ
と
は
、
庄
川
支
所
と
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
し
て
庄

川
健
康
セ
ン
タ
ー
を
新
築
し
、
連
結
さ

せ
た
３
つ
の
施
設
の
総
称
で
す
。 

◎
庄
川
支
所
の
改
修
工
事 

◎
改
修
工
事
に
伴
い 

　
庄
川
支
所
の
窓
口
が
変
わ
り
ま
す 

建
設
事
業
の
概
要 

市
民
プ
ラ
ザ
着
工 

！ 

市
民
プ
ラ
ザ
の
建
設
が 

　
　
　  

始
ま
り
ま
し
た ！ 

市
民
プ
ラ
ザ
の
建
設
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始
ま
り
ま
し
た ！ 
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支
所
庁
舎
の
内
部
改
装
と
耐
震
化
を

含
む
改
修
工
事
を
行
い
ま
す
。
支
所
事

務
所
、
教
育
委
員
会
事
務
局
の
ほ
か
、

各
種
団
体
の
会
議
室
や
市
民
の
皆
さ
ん

の
憩
い
の
場
と
し
て
の
談
話
室
な
ど
を

配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
に
は
地

区
災
害
対
策
本
部
や
住
民
の
避
難
場
所

な
ど
、
防
災
拠
点
と
し
て
整
備
を
図
り

ま
す
。 

　
市
民
プ
ラ
ザ
の
起
工
式
が
３
月
31
日

に
行
わ
れ
、
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

工
期
は
、
平
成
17
年
3
月
か
ら
平
成
18

年
９
月
ま
で
予
定
さ
れ
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
た
め
の
健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
な

る
施
設
で
す
。 

市
民
プ
ラ
ザ
と
は
？ 
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完成予想図 

市
民
プ
ラ
ザ
の
建
設
が 

　
　
　  

始
ま
り
ま
し
た 

　
旧
庄
川
町
保
健
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化

と
、
高
齢
者
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
、

支
所
に
隣
接
し
て
建
設
す
る
も
の
で
す
。 

 
 

こ
の
施
設
で
は
、
健
康
診
断
や
予
防

接
種
、
健
康
相
談
、
健
康
教
室
を
行
う

ほ
か
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
プ
ー
ル
の
活
用

な
ど
に
よ
り
、
健
康
寿
命
を
伸
ば
す
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

◎
庄
川
健
康
セ
ン
タ
ー
の
建
設 

◎
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
の 

　
一
部
改
修 

庄
川
健
康
セ
ン
タ
ー
の 

施
設
概
要 

　
庄
川
健
康
セ
ン
タ
ー
と
廊
下
で
つ
な

ぐ
工
事
に
よ
り
、
両
施
設
の
一
体
的
利

用
を
可
能
に
し
ま
す
。 
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庄
川
健
康
セ
ン
タ

ー
は
、
「
砺
波
市
健

康
プ
ラ
ン
21
」
を
基

に
、
砺
波
市
健
康
セ

ン
タ
ー
と
の
連
携
を

図
り
、
市
民
の
皆
さ

ん
が
利
用
し
や
す
い

健
康
づ
く
り
の
拠
点

を
目
指
し
ま
す
。 

①
健
康
相
談
機
能
、
各
種
検
診
機
能
を

備
え
た
保
健
セ
ン
タ
ー
エ
リ
ア
。
こ
の

エ
リ
ア
で
は
、
市
民
が
利
用
し
や
す
い

健
康
診
査
や
健
康
相
談
の
実
施
に
よ
り
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
健
康
増
進

が
図
ら
れ
ま
す
。 

②
水
中
運
動
・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
機
能
を

備
え
た
、
健
康
プ
ー
ル
エ
リ
ア
。
こ
の

エ
リ
ア
で
は
、
病
気
に
か
か
ら
な
い
健

康
な
体
力
づ
く
り
と
寝
た
き
り
に
な
ら

な
い
介
護
予
防
の
推
進
が
図
ら
れ
ま
す
。 

③
体
力
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
能
エ

リ
ア
。
要
介
護
者
の
機
能
回
復
や
転
倒

骨
折
予
防
な
ど
、
介
護
予
防
の
た
め
の

体
力
づ
く
り
を
図
り
ま
す
。 

④
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
や
支
所
の

各
施
設
と
の
一
体
的
利
用
に
よ
り
、
栄

養
教
室
の
開
催
に
よ
る
食
生
活
改
善
の

推
進
な
ど
を
図
り
ま
す
。 



平
成
17
年
3
月
18
日
制
定
の 

砺
波
市
民
憲
章
を
解
説
し
ま
す
。 
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砺
波
市
民
憲
章 

一
　
花
や
緑
を
愛
し
　
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

一
　
勤
労
を
喜
び
　
産
業
を
は
ぐ
く
む 

　
　
　
　
　
　
　
　   

元
気
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

一
　
互
い
に
助
け
あ
い
励
ま
し
あ
う 

　
　
　
　
　
　
　
　 

あ
た
た
か
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

一
　
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
　
健
康
で
明
る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

一
　
教
養
と
文
化
を
高
め
　
こ
こ
ろ
豊
か
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す 

　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
は
、庄
川
の
清
ら
か
な
流
れ
に
は
ぐ
く
ま
れ
た

砺
波
平
野
の
散
居
と
、花
や
緑
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
で
す
。 

　
わ
た
し
た
ち
は
、力
を
あ
わ
せ
、世
界
に
開
か
れ
た
活
気
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。 

平
成
17
年
3
月
18
日
制
定
 

　市民憲章を制定する意義と市民の決意を表現し
ています。「力をあわせ｣で新市誕生を契機として、
老若男女を問わず、全ての市民が共に手を携え、
主体的にまちづくりを推進する決意を表していま
す。「世界に開かれた｣で、「国際交流｣や「平和｣
への取り組みの決意を表しています。「活気あふ
れる｣で、市の明るい未来の姿を示しています。 

解説 
　砺波市の地理的な特徴

を表現しています。「庄川｣、

「砺波平野｣、「散居｣で

代表的な「ふるさと｣の姿

を表しています。 

　わたしたちのまちは、庄川の清らか
な流れにはぐくまれた砺波平野の散居と、
花や緑に恵まれたふるさとです。 

　わたしたちは、力をあわせ、世界に
開かれた活気あふれるまちづくりを進
めるため、この憲章を定めます。 

前文1前文2

解説 

Tonami



　「笑顔があふれる」であたたかい家庭や社会を表し、

夢や喜びが感じられる子育て環境の実現を目ざすとともに、

ひとり一スポーツを通じ、「心」と「体」の健康を増進し、

家庭や社会での生き生きとした活動を表現しています。 

解説 
　市民一人ひとりが自分を高める生涯学習に取り組むと

ともに、豊かな人間性や感性がはぐくまれるまちづくり

を目ざしています。また、「文化」には「伝統」や「風土」

を重んずる心も含まれています。 

解説 

一　花や緑を愛し 
　　　美しいまちをつくります 

　「花や緑を愛し」で積極的な自

然環境保護への取り組みを表現し、

「美しいまち」で砺波市の快適性

を表し、全体で「自然との共生」

を目ざしています。 

本文1

一　笑顔があふれる 
　　　健康で明るいまちをつくります 

本文4

一　互いに助けあい励ましあう 
　　　あたたかいまちをつくります 

本文3

解説 
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　「互いに助けあい励ましあう」で「地域活動」への

参加、「男女共同参画社会」など、すべての市民が分

け隔てなく社会参加できる「共生社会」を目ざすとと

もに、市民の行政への積極的な参画について表現して

います。また、「あたたかい」で、「思いやり」や「や

さしさ」、「ボランティア活動」への取り組みなど「安

全」、「安心」で市民が互いに支えあうまちづくりを

表現しています。 

一　勤労を喜び　産業をはぐくむ 
　　　元気なまちをつくります 

　「勤労を喜び」で自ら働くことの意義、大切さを表現し、

「産業をはぐくむ」で地域の産業（工業、商業、農業、

観光、伝統工芸など）を発展させるとともに、魅力ある

新たな産業を興し、活力あるまちづくりへの決意を表し

ています。 

本文2

一　教養と文化を高め 
　　　こころ豊かなまちをつくります 

本文5

解説 

解説 
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井上五三男 
太田・59歳・2期 

江守　俊光 
高波・61歳・2期 

大楠　匡子 
太田・45歳・1期 

岡本　晃一 
五郎丸・65歳・1期 

池田　守正 
庄川町青島・62歳・2期 

飯田　修平 
中野・54歳・2期 

稲垣　　修 
本町・57歳・2期 

今藤　久之 
柳瀬・48歳・1期 

嶋村　信之 
高道・63歳・2期 

高田　隼水 
苗加・67歳・2期 

寺井　武彦 
庄川町五ケ・59歳・2期 

瘧師富士夫 
鷹栖・46歳・2期 

福島　洋一 
権正寺・56歳・2期 

堀田　信一 
太郎丸・55歳・2期 

前田喜代志 
栃上・51歳・2期 

松本　　昇 
秋元・71歳・2期 

林　　忠男 
千代・57歳・2期 

村中　昭二 
小杉・71歳・2期 

山岸　銀七 
市谷・60歳・2期 

山田　幸夫 
庄川町金屋・65歳・2期 

山森　文夫 
庄川町三谷・56歳・2期 

村岡　修一 
徳万・57歳・1期 

4月17日に、選挙により新しい議員が決まりました。 
22名の皆さんを紹介します。 

敬称略・住所・年齢（5月1日現在）・期数　　50音順 

砺波市議会議員の紹介 砺波市議会議員の紹介 
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３月定例会  

１日　本会議 
　　　開会、会期の決定 
　　　特別委員会委員長報告 
　　　市長提案理由説明 
　　　議案説明 
９日　本会議 
　　　追加議案提案・説明 
　　　代表質問、一般質問 
10日　本会議 
　　　一般質問、質疑 
　　　議案・請願の委員会付託 
11日　産業建設常任委員会 
14日　民生文教常任委員会 
16日　総務病院常任委員会 
18日　本会議 
　　　委員長報告、質疑 、討論、 
　　　議案・請願の採決 
　　　議員提出議案の提案・採決 
　　　閉会 

３月定例会の動き 

3月定例会は3月1日から3月18日にかけ、18日間の会期で行われました。 

市政のここが聞きたい !市政のここが聞きたい !市政のここが聞きたい !!!!
　３月９日、10日の両日、代表質問は堀田信一議員より、一般質問は、
柴田　智、林　忠男、飯田修平、井上五三男、嶋村信之、稲垣　修、
福島洋一、瘧師富士夫、松田吉孝、境　欣吾、藤永　皋、前田喜代
志の各議員の順に行われました。 
　その質疑・答弁の中から掲載いたします。 

堀
田
議
員
　
予
算
の
中
で
、
歳
出

削
減
、
重
点
配
分
な
ど
知
恵
を
し

ぼ
っ
た
内
容
に
つ
い
て 

 
安
念
市
長
　
新
市
初
め
て
の
本
格

的
な
予
算
で
あ
り
、
旧
砺
波
市
と

旧
庄
川
町
の
住
民
が
融
和
を
し
、

市
域
が
一
体
的
に
発
展
す
る
よ
う

編
成
を
行
っ
た
。
事
業
の
採
択
に

あ
た
っ
て
は
、
新
市
ま
ち
づ
く
り

計
画
が
合
併
協
議
会
で
協
議
さ
れ

て
お
り
、
合
併
特
例
債
を
活
用
し

て
新
市
の
調
和
の
と
れ
た
一
体
感

が
醸
成
さ
れ
る
よ
う
、
大
型
事
業

に
も
取
り
組
ん
だ
も
の
で
あ
る
。 

　
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
り
、
経

常
経
費
に
つ
い
て
は
予
算
要
求
当

初
か
ら
３
％
削
減
の
指
示
を
し
て 

お
り
、
物
件
費
を
減
額
し
た
。 

　
数
年
前
か
ら
順
次
歳
出
抑
制
を

行
っ
て
お
り
、
特
別
職
の
給
料
削

減
、
管
理
職
手
当
て
の
一
部
カ
ッ

ト
や
補
助
金
の
削
減
を
し
て
き
た
。 

　
合
併
の
効
果
と
し
て
、
議
員
定

数
減
、
職
員
定
数
の
削
減
、
臨
時

職
員
数
の
減
、
業
務
の
統
合
に
よ

っ
て
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
た
。 

 

堀
田
議
員
　
今
後
数
年
間
の
歳
入

見
通
し
に
つ
い
て 

 

安
念
市
長
　
市
税
に
つ
い
て
は
、

景
気
の
回
復
が
穏
や
か
な
が
ら
回

復
基
調
に
あ
り
、
法
人
市
民
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
は
わ

ず
か
な
が
ら
増
収
が
期
待
で
き
る

と
考
え
て
い
る
。 

　
個
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
規

模
や
内
容
に
つ
い
て
明
確
で
は
な

い
が
、
税
率
の
見
直
し
な
ど
に
よ

り
、
や
や
増
収
と
な
る
の
で
は
な

い
か
と
見
込
ま
れ
る
。 

　
交
付
税
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ

不
透
明
な
点
も
あ
る
が
、
平
成
17

年
度
は
平
成
16
年
度
に
百
億
円
を

上
乗
せ
す
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
に
つ

い
て
は
、
国
に
お
い
て
も
ま
だ
決

着
が
つ
い
て
お
ら
ず
、
今
後
厳
し

く
査
定
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。 

堀
田
議
員
　
今
後
の
市
債
残
高
、

公
債
費
比
率
の
推
移
に
つ
い
て 

 

安
念
市
長
　
※
公
債
費
比
率
に
つ

い
て
は
、
平
成
15
年
度
決
算
で
、

旧
砺
波
市
17
・
３
％
、
旧
庄
川
町

で
15
・
８
％
で
あ
る
。 

　
平
成
16
年
度
で
は
決
算
を
し
て

み
な
い
と
は
っ
き
り
と
し
た
数
字

を
示
せ
な
い
が
、
ほ
ぼ
旧
砺
波
市

の
水
準
と
な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。 

　
今
後
、
合
併
特
例
債
の
借
り
入

れ
が
一
時
的
に
上
昇
す
る
の
で
、

公
債
費
比
率
が
20
％
位
上
昇
す
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、

新
市
の
一
体
的
な
整
備
を
推
進
す

る
た
め
に
は
止
む
を
得
な
い
と
考

え
て
い
る
。 

         

堀
田
議
員
　
数
値
目
標
を
掲
げ
て

検
証
を
行
う
行
政
評
価
の
導
入
に

つ
い
て 

 

安
念
市
長
　
行
政
評
価
に
つ
い
て

は
、
市
の
施
策
に
お
い
て
、
事
業

立
案
、
評
価
、
改
善
を
繰
り
返
し

行
う
こ
と
が
何
よ
り
大
切
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
行
政
評
価
の
手
法
に 

代
　
表
　
質
　
問 

新
年
度
予
算
の 

　
　
　
　
　
基
本
姿
勢
は 

行
政
評
価
の
導
入
は 

※
公
債
費
比
率 

公
債
費
に
充
当
さ
れ
た
一
般
財 

源
の
標
準
財
政
規
模
に
対
す
る 

割
合 
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は
い
く
つ
か
の
基
準
が
あ
り
、
そ

れ
ら
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
く
と
、

評
価
、
効
果
が
浮
か
び
上
が
っ
て

こ
な
い
一
面
も
あ
る
。
民
間
と
は

考
え
方
が
異
な
り
、
建
物
等
の
行

政
施
設
の
評
価
に
つ
い
て
は
難
し

い
。 

　
行
政
の
立
場
で
の
評
価
は
な
か

な
か
困
難
で
あ
り
、
市
民
の
代
表

で
あ
る
議
員
の
皆
さ
ん
に
評
価
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
も
理
解
い
た
だ
け
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
お
り
、
今
後
、

調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。 

 

堀
田
議
員
　
職
員
の
人
材
育
成
に

つ
い
て 

 

安
念
市
長
　
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
お
い
て
、
住
民
と
行
政
が
協

働
す
る
都
市
づ
く
り
を
目
指
し
て

お
り
、
行
政
に
携
わ
る
者
と
し
て
、

十
分
研
修
、
研
さ
ん
を
し
て
ア
イ

デ
ア
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
特
に
地
方
分
権
時
代
を

迎
え
、
地
方
で
考
え
、
地
方
で
実

施
を
す
る
時
代
で
あ
る
。 

　
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、

富
山
県
市
町
村
職
員
研
修
機
構
に

お
い
て
、
各
種
研
修
が
あ
り
、
積

極
的
に
職
員
を
研
修
さ
せ
た
い
。 

　
長
期
研
修
と
し
て
富
山
県
へ
の

派
遣
や
自
治
大
学
へ
も
隔
年
で
参

加
さ
せ
て
お
り
、
市
町
村
ア
カ
デ

ミ
ー
に
も
参
加
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
砺
波
地
域
の
研
修
会
に
つ

い
て
は
、
郷
土
の
こ
と
を
よ
く
理

解
す
る
そ
う
い
う
場
を
設
け
て
お 

く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。 

　
自
主
研
究
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

は
、
特
に
市
民
と
の
接
遇
を
す
る

場
の
多
い
職
場
に
お
い
て
、
接
遇

改
善
等
を
テ
ー
マ
と
し
て
研
修
を

行
っ
て
い
る
。 

　
病
院
に
お
い
て
は
、
業
務
全
般

に
か
か
わ
る
資
質
向
上
、
コ
ス
ト

削
減
を
目
指
し
た
Ｔ
Ｑ
Ｍ
活
動
や

研
修
を
恒
常
的
に
行
っ
て
い
る
。 

　
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
つ
い
て

も
研
修
会
を
定
例
的
に
行
い
、
研

究
大
会
や
意
見
発
表
も
自
主
的
に

行
わ
れ
て
い
る
。 

　
今
後
、
研
修
に
対
す
る
体
制
づ

く
り
を
し
、
支
援
し
て
い
き
た
い
。 

    

堀
田
議
員
　
新
年
度
で
新
た
な
業

務
の
外
部
委
託
に
つ
い
て 
 

安
念
市
長
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
業

務
委
託
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
福

祉
施
設
及
び
体
育
施
設
に
つ
い
て

は
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
体
育
協

会
及
び
自
治
振
興
会
に
お
願
い
し

て
お
り
、
文
化
会
館
、
四
季
彩
館

に
つ
い
て
は
施
設
の
特
殊
性
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
財
団
法
人
に
管
理
を
委

託
し
て
い
る
。 

　
低
コ
ス
ト
で
住
民
ニ
ー
ズ
に
あ

っ
た
、
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
が
行
政
に
求
め

ら
れ
て
お
り
、
民
間
を
含
め
、
市 

民
と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
面
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
な

ど
に
担
っ
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。 

　
ま
た
、
直
営
で
管
理
し
て
い
る

施
設
、
業
務
に
つ
い
て
、
安
全
性

の
確
保
、
サ
ー
ビ
ス
水
準
、
コ
ス

ト
等
勘
案
し
な
が
ら
、
※
指
定
管

理
者
制
度
の
導
入
に
合
わ
せ
て
民

間
や
地
域
へ
の
業
務
委
託
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。 

　
し
か
し
、
低
コ
ス
ト
、
高
サ
ー

ビ
ス
の
受
け
皿
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
が
ま
だ
育
っ
て
お
ら
ず
、
そ

の
点
は
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

         

柴
田
議
員
　
「
定
住
人
口
と
交
流

人
口
」
の
増
に
よ
る
元
気
な
砺
波

市
へ
の
挑
戦
に
つ
い
て 

 

安
念
市
長
　
合
併
後
の
砺
波
市
の

人
口
は
わ
ず
か
な
が
ら
で
は
あ
る

が
、
増
加
を
続
け
て
い
る
。 

　
こ
れ
は
散
居
景
観
、
快
適
な
生

活
環
境
、
自
然
条
件
が
あ
り
、
ま

た
、
都
市
基
盤
整
備
の
充
実
に
よ

り
広
域
交
通
、
宅
地
化
が
進
み
大

型
店
舗
も
進
出
し
、
産
業
の
活
性 

化
と
相
乗
効
果
を
も
た
ら
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。 

　
今
後
、
よ
り
一
層
、
生
産
人
口

が
定
着
し
て
定
住
人
口
が
増
加
す

る
よ
う
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
を
策
定
し
、
少
子
化
対
策
等

充
実
し
て
い
き
た
い
。 

　
企
業
の
み
な
さ
ん
に
も
が
ん
ば

っ
て
い
た
だ
き
、
雇
用
確
保
に
努

め
た
い
。 

　
交
流
人
口
の
増
加
に
つ
い
て
は

観
光
の
振
興
に
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 

　
今
後
、
東
海
北
陸
自
動
車
道
、

北
陸
新
幹
線
が
開
通
す
る
こ
と
か

ら
、
広
域
観
光
の
点
か
ら
も
積
極

的
な
活
動
を
行
い
、
元
気
な
砺
波

市
を
象
徴
す
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
を

充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。 

     

柴
田
議
員
　
北
部
地
区
総
合
福
祉

施
設
等
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い

て 
 

安
念
市
長
　
高
齢
者
の
方
の
機
能

強
化
、
維
持
を
す
る
た
め
の
訓
練

に
つ
い
て
は
、
今
後
考
慮
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。 

　
比
較
的
軽
度
な
方
に
つ
い
て
、

予
防
と
し
て
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を

す
る
シ
ス
テ
ム
が
重
要
視
さ
れ
て

お
り
、
そ
れ
を
ひ
と
つ
の
骨
子
と

し
、
今
後
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
提

案
や
専
門
家
の
意
見
も
伺
い
な
が

ら
、
施
設
整
備
を
し
て
い
き
た
い
。 

　
長
寿
社
会
に
ふ
さ
わ
し
い
施
設

と
な
る
よ
う
努
め
た
い
。 
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北部地区総合福祉施設完成予定図 

一
　
般
　
質
　
問 

元
気
な
砺
波
市
へ
の 

　
　
　
　
　
　
　
挑
戦
は 

北
部
地
区 

　
　
　
総
合
福
祉
施
設
は 

新
た
な
外
部
委
託
は 
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林
　
議
員
　
小
・
中
学
生
と
赤
ち

ゃ
ん
と
の
ふ
れ
あ
い
事
業
の
導
入

に
つ
い
て 

 

堀
田
教
育
長
　
砺
波
市
で
は
、
社

会
に
学
ぶ
「
14
歳
の
挑
戦
」
事
業

を
行
っ
て
お
り
、
市
内
８
幼
稚
園
、

９
保
育
所
に
お
い
て
全
中
学
生
の

80
％
が
幼
児
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
高
校
生

に
よ
る
保
育
所
訪
問
も
行
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
ほ
か
幼
保
小
連
携
事

業
に
よ
り
、
学
校
間
の
連
携
を
と

っ
て
進
め
て
い
る
。 

　
乳
児
と
児
童
・
生
徒
と
の
交
流

に
つ
い
て
は
、
乳
児
が
対
象
と
な

る
こ
と
か
ら
、
相
当
の
準
備
と
事

前
教
育
が
必
要
で
あ
り
、
関
係
課

と
十
分
協
議
の
う
え
、
検
討
し
て

い
き
た
い
。 

    

飯
田
議
員
　
庄
川
地
区
と
砺
波
地

区
を
結
ぶ
市
営
バ
ス
路
線
の
開
設

に
つ
い
て 

 

福
祉
市
民
部
長
　
現
在
、
旧
庄
川

町
と
砺
波
市
市
街
地
を
結
ぶ
バ
ス

路
線
設
定
に
つ
い
て
は
、
市
営
バ

ス
新
規
路
線
検
討
委
員
会
で
協
議

を
さ
れ
て
い
る
。 

　
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ヒ
ア
リ
ン

グ
調
査
、
実
車
走
行
調
査
、
競
合

す
る
民
間
バ
ス
路
線
の
実
車
調
査
、

砺
波
駅
で
の
集
客
調
査
を
委
員
会

へ
報
告
し
、
検
討
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
今
後
、
競
合
す
る
民
間

バ
ス
会
社
と
の
調
整
を
行
い
、
ダ

イ
ヤ
、
運
賃
等
決
定
し
、
路
線
認

定
申
請
を
行
う
予
定
で
あ
る
。 

　
砺
波
市
は
散
居
村
と
い
う
地
域

の
特
性
が
あ
り
、
高
齢
者
が
安
心

し
て
住
み
続
け
る
た
め
に
は
公
共

交
通
、
特
に
市
営
バ
ス
は
重
要
で

あ
る
。
低
料
金
で
い
つ
で
も
利
用

で
き
る
多
様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
導
入
に
つ
い
て
も
、
今
後
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。 

 

井
上
議
員
　
災
害
弱
者
に
即
応
で

き
る
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

に
つ
い
て 

 

安
念
市
長
　
災
害
弱
者
と
い
わ
れ

る
在
宅
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の

皆
さ
ん
に
は
民
生
児
童
委
員
や
高

齢
福
祉
推
進
員
を
通
じ
て
連
絡
、

対
応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

　
し
か
し
、
大
災
害
と
な
る
と
安

否
も
な
か
な
か
と
れ
な
い
状
況
の

よ
う
で
あ
り
、
自
主
防
災
組
織
を

作
ろ
う
と
い
う
運
動
が
展
開
さ
れ

て
い
る
。
従
来
、
旧
砺
波
市
で
は

防
災
の
組
織
が
い
く
つ
か
あ
っ
た

が
、
地
震
を
想
定
し
た
組
織
で
は

な
く
、
新
た
に
組
織
づ
く
り
を
呼

び
か
け
て
い
た
と
こ
ろ
、
先
般
、

高
波
地
区
に
お
い
て
結
成
さ
れ
た
。 

　
旧
庄
川
町
で
は
４
自
治
振
興
会

で
順
番
に
防
災
訓
練
を
行
っ
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
今
後
支

援
し
て
い
く
体
制
づ
く
り
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 

　
ま
た
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
見

直
し
、
災
害
時
に
は
弱
者
の
皆
さ

ん
を
い
ち
早
く
手
助
け
で
き
る
体

制
を
整
備
し
た
い
。 

 

嶋
村
議
員
　
安
心
・
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

安
念
市
長
　
近
年
、
当
市
に
お
い

て
も
凶
悪
犯
罪
の
発
生
や
振
り
込

め
詐
欺
な
ど
が
発
生
し
て
お
り
、

憂
慮
し
て
い
る
。 

　
県
議
会
に
お
い
て
、
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
条
例
案
が
議
論
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
推
移
を
見
な
が
ら
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。 

     

稲
垣
議
員
　
地
域
社
会
と
疎
遠
に

な
り
が
ち
な
青
少
年
に
対
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
中
学
校
の
同

窓
会
の
活
用
に
つ
い
て 

 

安
念
市
長
　
新
市
ま
ち
づ
く
り
計

画
に
お
い
て
も
、
地
域
が
連
帯
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
ま
ち
を

作
り
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
同

窓
会
等
々
に
つ
い
て
は
、
な
か
な

か
行
政
と
し
て
は
関
わ
る
こ
と
は

で
き
な
い
。 

　
若
者
が
定
着
す
る
た
め
の
基
盤

と
そ
の
受
け
皿
づ
く
り
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
郷
土
愛
の

重
要
性
を
認
識
し
て
も
ら
う
よ
う

な
指
導
と
、
今
後
、
行
政
や
政
治
、

ま
ち
に
目
を
向
け
さ
せ
る
こ
と
か

ら
、
行
政
へ
の
参
画
を
促
し
て
い

き
た
い
。 

　
温
か
い
ま
ち
づ
く
り
、
青
年
た

ち
が
飛
び
込
ん
で
く
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
し
、
ま
た
、
大
人
の
立
場

か
ら
も
青
年
た
ち
に
呼
び
掛
け
る

よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。 

    

福
島
議
員
　
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
畜

産
環
境
整
備
事
業
に
つ
い
て 

 

安
念
市
長
　
県
の
公
社
に
つ
い
て

は
、
い
わ
ゆ
る
担
い
手
問
題
が
あ

り
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
協
力

し
て
い
き
た
い
。
し
か
し
、
環
境

の
悪
い
豚
舎
の
建
設
に
協
力
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
環
境
の
良
い

施
設
づ
く
り
で
な
け
れ
ば
、
地
元

の
同
意
を
得
る
の
は
難
し
い
と
思

わ
れ
る
。
地
元
と
十
分
話
し
合
い

を
し
て
も
ら
い
た
い
。 

　
家
畜
の
排
せ
つ
物
の
堆
肥
化
に

つ
い
て
は
、
市
が
堆
肥
舎
を
建
設

し
、
農
協
に
委
託
し
て
い
る
。
従

来
は
機
械
が
悪
く
批
判
が
あ
っ
た

が
、
今
は
環
境
を
整
え
て
生
産
を

行
っ
て
い
る
の
で
、
す
ば
ら
し
い

堆
肥
を
生
産
し
て
い
る
。 

市営バス 

安
全
な
ま
ち
づ
く
り 

　
　
　
　
条
例
の
制
定
は 

中
学
校
同
窓
会
の 

　
　
　
　
　
　
活
用
は 

災
害
弱
者
の 

　
　
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は 
少
子
化
対
策
は 

市
営
バ
ス
の
運
行
は 

畜
産
環
境
整
備
は 
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瘧
師
議
員
　
指
定
管
理
者
制
度
へ

の
移
行
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
指

定
管
理
者
の
選
定
に
つ
い
て 

 

企
画
総
務
部
長
　
※
指
定
管
理
者

制
度
の
法
定
期
限
は
平
成
18
年
９

月
１
日
で
あ
り
、
本
年
６
月
の
定

例
市
議
会
に
基
本
と
な
る
条
例
案

を
提
出
し
、
共
通
化
を
図
れ
な
い

業
務
の
基
準
や
範
囲
な
ど
に
つ
い

て
は
個
別
の
条
例
に
規
定
す
る
こ

と
と
な
る
の
で
、
９
月
定
例
会
を

目
途
と
し
提
案
し
た
い
。
議
決
後

指
定
管
理
者
の
募
集
、
選
定
を
進

め
る
も
の
で
あ
る
。 

　
現
在
市
で
は
委
託
し
て
い
る
福

祉
施
設
、
地
区
体
育
館
な
ど
約
60

施
設
に
つ
い
て
指
定
管
理
者
制
度

に
移
行
す
る
た
め
の
検
討
を
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。 

　
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
法
定
要

件
、
法
の
趣
旨
か
ら
。
原
則
公
募

に
よ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
し
か

し
、
現
在
地
区
自
治
振
興
会
へ
委

託
し
て
い
る
体
育
施
設
な
ど
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
目
的
と
し
た
施

設
な
ど
の
管
理
目
的
の
た
め
に
設

立
さ
れ
た
財
団
等
の
存
立
問
題
も

あ
り
、
公
募
に
よ
ら
な
い
方
法
も

選
択
肢
と
し
て
、
慎
重
に
検
討
し

た
い
。 

            

松
田
議
員
　
平
成
６
年
度
か
ら
国

に
お
い
て
推
進
さ
れ
て
い
る
「
病

後
時
保
育
」
の
新
市
の
主
要
施
策

と
し
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 

 

福
祉
市
民
部
長
　
病
後
児
保
育
に

つ
い
て
は
、
在
宅
へ
保
健
師
等
を

派
遣
す
る
派
遣
型
と
、
受
け
入
れ

施
設
を
設
置
す
る
施
設
型
の
２
つ

が
あ
る
。 

　
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
の

中
間
報
告
の
中
で
、
施
設
型
に
つ

い
て
将
来
的
に
拠
点
を
１
カ
所
設

置
す
る
と
い
う
提
言
が
さ
れ
て
お

り
、
設
置
に
つ
い
て
は
、
保
健
師

等
の
配
置
、
施
設
整
備
が
必
要
と

な
る
の
で
、
ニ
ー
ズ
調
査
を
し
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。 

　
ま
た
、病
後
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、

母
親
、
父
親
と
の
ふ
れ
あ
い
が
最

も
大
切
で
あ
り
、
保
護
者
が
子
ど

も
の
病
後
の
際
に
も
休
暇
を
と
れ

る
職
場
づ
く
り
に
つ
い
て
、
事
業

所
等
へ
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。 

  

境
　
議
員
　
臨
時
保
育
士
の
雇
用

の
状
況
に
つ
い
て 

 

安
念
市
長
　
現
在
、
約
60
名
雇
用

し
て
い
る
。
長
期
的
に
み
て
保
育

の
需
要
が
明
確
で
な
く
、
均
衡
の

と
れ
た
人
事
体
制
を
図
る
た
め
に

は
、
一
挙
に
採
用
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。 

　
臨
時
職
員
で
は
あ
る
が
、
国
の

配
置
基
準
に
基
づ
い
て
採
用
し
て

い
る
。
延
長
保
育
に
つ
い
て
は
低

年
齢
の
園
児
が
増
え
て
お
り
、
正

式
採
用
の
職
員
で
カ
バ
ー
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。 

　
臨
時
職
員
の
勤
務
条
件
に
つ
い

て
は
十
分
話
し
合
い
の
上
で
雇
用

し
て
お
り
、
雇
用
期
間
を
明
示
し
、

最
低
賃
金
、
労
働
基
準
の
規
定
に

も
留
意
し
、
福
利
厚
生
に
つ
い
て

も
法
令
を
守
っ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

    

藤
永
議
員
　
自
治
振
興
の
た
め
の

各
区
の
財
政
支
援
に
つ
い
て 

 

企
画
総
務
部
長
　
平
成
16
年
度
は

従
来
の
方
法
で
、
平
成
17
年
度
は

旧
砺
波
市
の
例
に
よ
り
調
整
を
行

っ
た
も
の
で
あ
る
。 

　
新
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
自

治
振
興
会
の
振
興
育
成
費
の
算
定

方
法
に
つ
い
て
、
運
営
強
化
の
た

め
、
新
た
に
人
件
費
や
事
務
所
経

費
等
を
積
算
し
算
定
の
見
直
し
を

行
っ
た
。 

　
そ
の
結
果
、
庄
川
地
域
に
つ
い

て
、
自
治
振
興
会
に
対
す
る
交
付

総
額
で
は
２
８
０
万
円
の
増
額
で

あ
る
。
一
方
、
区
に
対
す
る
交
付

金
は
、
広
報
配
布
手
数
料
を
含
め

て
２
１
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
た
。 

　
合
併
を
機
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
運
営
に
関
し
て
、
従
前
の
良

好
な
状
況
を
維
持
し
、
さ
ら
に
よ

い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
築
い
て

い
き
た
い
。 

   

前
田
議
員
　
学
校
に
燃
料
電
池
を

導
入
し
た
環
境
教
育
の
推
進
に
つ

い
て 

 

教
育
長
　
環
境
省
が
燃
料
電
池
の

普
及
を
目
指
し
て
、
平
成
17
年
度

か
ら
、
小
中
学
校
を
対
象
に
支
援

の
補
助
金
を
予
算
化
し
て
い
る
。 

　
国
と
市
町
村
が
半
分
ず
つ
負
担

す
る
も
の
で
、
一
校
あ
た
り
補
助

金
は
１
千
万
で
あ
る
。
１
〜
10
キ

ロ
ワ
ッ
ト
の
導
入
費
用
が
約
２
千

万
円
か
か
る
こ
と
か
ら
、
導
入
さ

れ
て
い
る
市
町
村
の
費
用
対
効
果
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
も
調
べ
、
研

究
し
て
い
き
た
い
。 

   

　
２
月
８
日
、
平
成
17
年
第
１
回

臨
時
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
上
程
さ
れ
た
決
算
関
係
議
案
に

つ
い
て
は
、
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
【
決
　
算
】 

○
平
成
16
年
度
富
山
県
砺
波
市
一

　
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

　
つ
い
て
外
９
議
案
　 

○
平
成
16
年
度
庄
川
町
一
般
会
計

　
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　
外
４
議
案 〈

以
上
　
継
続
審
査
〉 

　
【
予
　
算
】 

○
平
成
16
年
度
富
山
県
砺
波
市 

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
） 

　
の
専
決
処
分
に
つ
い
て 

〈
承
　
認
〉 

　
【
人
　
事
】 

○
砺
波
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選

　
任
に
つ
い
て
　
　
〈
同
　
意
〉 

　
　
藪
田
　
悦
子
氏
（
春
日
町
） 

　
【
そ
の
他
】 

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

　
て 砺

波
東
部
小
学
校
体
育
館
棟
新

築
工
事
（
建
築
主
体
工
事
） 

山
岸
・
斉
藤
砺
波
東
部
小
学
校

体
育
館
棟
新
築
工
事
（
建
築
主

体
工
事
）
共
同
企
業
体 

３
８
８
、
５
０
０
千
円 

〈
全
会
一
致
可
決
〉 
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指
定
管
理
者
制
度
の 

　
　
　
　
　
　
　
今
後
は 

自
治
振
興
の
た
め
の 

　
　
　
　
　
財
政
支
援
は 

病
後
児
保
育
は 

臨
時
保
育
士
の
雇
用
は 

環
境
教
育
は 

※
指
定
管
理
者
制
度 

従
来
、
地
方
自
治
体
の
公
共
施 

設
の
管
理
は
直
営
ま
た
は
公
共 

的
団
体
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、 

法
改
正
に
よ
り
、
株
式
会
社
な 

ど
の
民
間
団
体
に
も
管
理
を
代 

行
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う 

に
な
っ
た
も
の
。 

２
月
議
会
臨
時
会
報
告

２
月
議
会
臨
時
会
報
告 

２
月
議
会
臨
時
会
報
告 
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東
海
北
陸
自
動
車
道
の
開
通
を

控
え
、
企
業
誘
致
に
向
け
た
東
海

北
陸
地
方
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作

り
に
つ
い
て
問
う
。 

 

　
現
在
、
情
報
収
集
を
行
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

　
委
員
会
と
し
て
も
、
誘
致
に
向

け
た
セ
ー
ル
ス
等
に
積
極
的
に
協

力
し
て
い
く
。 

 

　
ハ
イ
テ
ク
・
ミ
ニ
企
業
団
地
利

用
の
企
業
が
、
利
用
期
間
終
了
後

に
他
市
へ
転
出
し
た
と
聞
い
て
い

る
が
、
利
用
期
間
終
了
後
も
定
着

し
て
も
ら
え
る
よ
う
努
力
す
べ
き

で
は
な
い
か
。 

 

　
今
後
の
独
立
に
際
し
、
既
存
の

工
場
団
地
に
余
剰
地
が
あ
る
の
で
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。 

   

　
財
務
指
標
等
に
つ
い
て
問
う
。 

　
平
成
16
年
４
月
か
ら
10
月
ま
で

の
７
ケ
月
間
の
決
算
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
財
務
指
標
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
３
月
ま
で
の
分
を
含
め

て
、
決
算
統
計
に
基
づ
き
作
成
す

る
。 

 

　
旧
砺
波
市
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
現
状
に
つ
い
て
問
う
。 

 

　
旧
市
で
は
、
24
名
の
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
い
る
が
、
う
ち
４
名
は
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
20
名
が
ホ

ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
に
当
た
っ

て
い
る
。
民
間
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

を
含
め
る
と
、
過
不
足
は
な
い
現

状
で
あ
る
が
、
今
後
の
制
度
改
正

等
を
考
慮
す
る
と
見
通
し
は
立
て

に
く
い
が
、
高
齢
福
祉
計
画
を
作

成
す
る
中
で
検
討
し
て
い
く
。 

 

　
国
や
県
を
は
じ
め
、
大
砺
波
圏

な
ど
と
い
っ
た
団
体
が
主
催
す
る

協
議
会
等
へ
の
負
担
金
の
必
要
性

に
つ
い
て
問
う
。 
 

　
時
代
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め

に
、
各
協
議
会
の
歴
史
的
経
緯
と

中
身
に
つ
い
て
点
検
す
る
。 

    

　
米
消
費
拡
大
に
関
連
し
て
学
校

給
食
良
質
米
普
及
事
業
補
助
金
に

つ
い
て
問
う
。 

　
富
山
県
産
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
県

内
の
小
中
学
生
に
食
べ
て
も
ら
お

う
と
す
る
地
産
地
消
の
取
り
組
み

で
、
週
４
日
米
飯
給
食
を
行
い
、

米
の
消
費
拡
大
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
政
府
米
と
の
差
額

に
つ
い
て
、
農
協
が
50
％
、
県
と

市
が
そ
れ
ぞ
れ
15
％
ず
つ
負
担
し
、

残
り
の
20
％
を
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
補
助
す

る
も
の
で
あ
る
。 

 

　
地
下
水
涵
養
対
策
の
具
体
的
な

方
策
に
つ
い
て
問
う
。 
 

　
昨
年
12
月
に
、
毎
秒
０
・
０
５

ｔ
の
農
業
用
水
利
用
が
地
下
水
涵

養
実
験
期
間
に
限
っ
て
認
め
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、
３
月
中
旬
に
、
砺

波
市
と
国
土
交
通
省
が
そ
れ
ぞ
れ

水
田
に
水
を
張
り
、
地
下
水
の
涵

養
に
つ
い
て
実
験
を
行
う
。 

　
10
月
か
ら
３
月
ま
で
の
渇
水
期

に
お
い
て
、
ど
う
対
応
す
る
か
が

今
後
の
課
題
で
あ
り
、
人
工
的
に

水
を
涵
養
す
る
に
は
、
水
利
権
の

問
題
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

　
文
部
科
学
省
の
子
ど
も
の
居
場

所
事
業
「
か
が
や
き
教
室
」
に
つ

い
て
、
平
成
16
年
度
よ
り
３
ヶ
年

の
事
業
で
あ
る
が
、
予
算
の
計
上

に
つ
い
て
問
う
。 

 

　
平
成
16
年
度
は
出
町
小
学
校
ほ

か
３
小
学
校
に
お
い
て
実
施
を
し

て
い
る
。
富
山
県
の
指
導
に
よ
り
、

一
般
会
計
を
と
お
し
て
予
算
化
し
、

補
正
予
算
で
計
上
し
た
も
の
で
あ

る
。 

　
こ
の
事
業
は
100
％
国
庫
補
助
に

よ
る
事
業
で
、
平
成
17
年
度
は
全

校
下
で
実
施
予
定
で
あ
る
が
、
直

接
、
推
進
協
議
会
へ
補
助
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
の
予
算
に
は
計
上

さ
れ
て
い
な
い
。 

 

　
平
成
17
年
度
保
育
所
の
入
所
希

望
に
関
し
て
、
定
員
枠
の
関
係
で

幼
稚
園
へ
希
望
替
え
と
な
っ
た
人

は
い
る
の
か
ど
う
か
問
う
。 

 

　
４
月
は
定
員
の
１
１
５
％
、
５

月
以
降
は
定
員
の
１
２
５
％
ま
で

は
入
所
で
き
る
弾
力
的
措
置
が
あ

り
、
定
員
枠
の
関
係
で
幼
稚
園
へ

希
望
替
え
と
な
っ
た
人
は
い
な
い
。

ま
た
、
北
部
幼
稚
園
で
定
員
を
上

回
る
分
に
つ
い
て
は
、
油
田
保
育

所
で
受
け
入
れ
る
体
制
を
整
え
て

い
る
。 

　
自
主
防
災
組
織
の
育
成
に
つ
い

て
問
う
。 

 

　
旧
砺
波
市
で
は
20
組
織
、
旧
庄

川
町
で
は
町
内
会
等
の
単
位
で
組

織
さ
れ
て
い
た
が
、
先
般
、
高
波

地
区
で
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
た
。
今
後
は
、
大
災
害
に
備
え

て
、
自
治
振
興
会
単
位
で
の
組
織

づ
く
り
を
目
指
し
、
地
区
自
治
振

興
会
協
議
会
等
を
通
じ
て
組
織
の

結
成
を
啓
発
し
て
い
き
た
い
。 

　
こ
の
育
成
費
と
し
て
、
各
地
区

自
治
振
興
会
へ
の
育
成
交
付
金
の

中
に
、
自
主
防
災
組
織
育
成
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
。 

　
ま
た
、
県
の
支
援
制
度
が
平
成

17
年
度
に
創
設
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
そ
れ
ら
の
活
用
も
視
野
に

入
れ
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。 

 

　
定
例
会
に
上
程
さ
れ
て
い
る
「
市

民
憲
章
」
の
市
民
へ
の
啓
蒙
方
法

に
つ
い
て
問
う
。 

 

　
「
広
報
と
な
み
」
に
掲
載
し
て

Ｐ
Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
大

の
厚
紙
に
印
刷
し
て
広
報
に
折
り

込
み
、
全
世
帯
に
配
付
し
た
い
。 

産
業
建
設
常
任
委
員
会 

民
生
文
教
常
任
委
員
会 

総
務
病
院
常
任
委
員
会 

決
算
特
別
委
員
会 

企
業
誘
致
・
経
済
振
興
対
策 

　
　
　
　
　 

特
別
委
員
会 
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【
予
　
算
】 

○
平
成
17
年
度
砺
波
市
一
般
会
計

予
算
　
　
〈
賛
成
多
数
可
決
〉 

○
平
成
17
年
度
砺
波
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
予
算 

○
平
成
17
年
度
砺
波
市
国
民
健
康

保
険
太
田
診
療
所
事
業
特
別
会

計
予
算 

○
平
成
17
年
度
砺
波
市
老
人
保
健

医
療
事
業
特
別
会
計
予
算 

○
平
成
17
年
度
砺
波
市
霊
苑
事
業

特
別
会
計
予
算 

〈
以
上
全
会
一
致
可
決
〉 

○
平
成
17
年
度
砺
波
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算 

〈
賛
成
多
数
可
決
〉 

○
平
成
17
年
度
砺
波
市
水
道
事
業

会
計
予
算 

○
平
成
17
年
度
砺
波
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
予
算 

○
平
成
17
年
度
砺
波
市
病
院
事
業

会
計
予
算 

○
平
成
16
年
度
富
山
県
砺
波
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
） 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
老
人
保
健

医
療
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
） 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
下
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
） 

〈
以
上
全
会
一
致
可
決
〉 

 

　
【
条
　
例
】 

○
砺
波
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の

制
定
に
つ
い
て 

○
砺
波
市
情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
条
例
の
制
定
に
つ

い
て 

○
砺
波
市
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て 

○
砺
波
市
心
身
障
害
者
福
祉
金
支

給
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

○
砺
波
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

○
砺
波
市
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

○
砺
波
市
公
民
館
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て 

○
砺
波
市
体
育
施
設
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て 

○
砺
波
市
栴
檀
山
診
療
所
設
置
条

例
の
廃
止
に
つ
い
て 

○
庄
川
町
保
育
所
入
所
負
担
金
徴

収
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て 

○
砺
波
市
辺
地
に
係
る
総
合
整
備

計
画
の
策
定
に
つ
い
て 

○
砺
波
市
民
憲
章
の
制
定
に
つ
い

て 

○
富
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に

つ
い
て 

○
富
山
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合

を
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の

数
の
減
少
及
び
規
約
の
変
更
に

つ
い
て 

○
証
明
書
等
の
交
付
等
に
係
る
事

務
の
委
任
に
関
す
る
規
約
の
変

更
に
つ
い
て 

○
市
道
路
線
の
認
定
及
び
廃
止
に

つ
い
て 〈

以
上
全
会
一
致
可
決
〉 

 

　
【
そ
の
他
】 

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い 

　
て 

　
市
民
プ
ラ
ザ
建
設
工
事 

（
建
築
主
体
工
事
） 

　
　
神
下
・
庄
川
　
市
民
プ
ラ
ザ

建
設
工
事
（
建
築
主
体
）
共

同
企
業
体
　 

　
４
４
６
、
２
５
０
千
円 

（
機
械
設
備
工
事
） 

　
　
吉
井
・
藤
森
　
市
民
プ
ラ
ザ

建
設
工
事
（
機
械
設
備
）
共

同
企
業
体
　 

　
１
６
６
、
５
３
０
千
円 

〈
以
上
全
会
一
致
可
決
〉 

 
　
【
議
員
提
出
議
案
】 

○
フ
ラ
ワ
ー
都
市
宣
言
の
制
定
に

つ
い
て 

○
交
通
安
全
都
市
宣
言
の
制
定
に

つ
い
て 

○
環
境
都
市
宣
言
の
制
定
に
つ
い

て
　
〈
以
上
全
会
一
致
可
決
〉 

 

　
【
選
　
挙
】 

○
砺
波
地
方
衛
生
施
設
組
合
議
会

議
員 

　
　
安
念
　
鉄
夫
氏 

　
　
　
　
太
田
１
５
１
８
番
地 

　
　
松
本
　
恒
美
氏 

　
　
　
　
柳
瀬
３
７
番
地 

　
　
藤
井
　
　
稔
氏 

　
　
　
　
庄
川
町
古
上
野 

　
　
　
　
　
　
　
２
３
５
番
地 

　
　
寺
島
　
良
三
氏 

　
　
　
　
五
郎
丸
６
０
８
番
地 

 

　
【
認
　
定
】 

○
平
成
16
年
度
富
山
県
砺
波
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に

つ
い
て
　 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
国
民
健
康

保
険
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
国
民
健
康

保
険
太
田
診
療
所
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
老
人
保
健

医
療
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
霊
苑
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ

い
て 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
下
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て 

○
平
成
16
年
度
砺
波
市
工
業
用
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ
い

て 
○
平
成
16
年
度
砺
波
市
病
院
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て 

○
平
成
16
年
度
庄
川
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て 

〈
以
上
賛
成
多
数
認
定
〉 

○
平
成
16
年
度
庄
川
町
国
民
健
康

保
険
事
業
会
計
歳
入
歳
出
決
算

認
定
に
つ
い
て 

○
平
成
16
年
度
庄
川
町
老
人
保
健

医
療
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定
に
つ
い
て 

○
平
成
16
年
度
庄
川
町
下
水
道
事

業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認

定
に
つ
い
て 

○
平
成
16
年
度
庄
川
町
水
道
事
業

会
計
決
算
認
定
に
つ
い
て 

〈
以
上
全
会
一
致
認
定
〉 

2となみ 　広報　広報　 １２ となみ 　広報　 2005.5

３
月
定
例
会
提
出
案
件 

請願、陳情の提出はお早めに 

件　　　名 

食料自給率の抜本的向上させる 
意見書を求める請願 

政府米の買い入れと備蓄を充実 
させる意見書提出を求める請願 

全頭検査による万全なＢＳＥ対 
策の継続を求める請願 

産業建設 

産業建設 

産業建設 

不採択 

継続審査 

不採択 

付託委員会 審査結果 

請　願　審　査　結　果 
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水道未普及地域解消事業　舗装本復旧工事 

水道未普及地域解消事業　舗装本復旧工事（その2） 

鉛給水管布設替工事（その1） 

砺波東部小学校体育館棟新築工事（建築主体工事） 

砺波東部小学校体育館棟新築工事（電気設備工事） 

砺波東部小学校体育館棟新築工事（機械設備工事） 

上中野配水場及び井栗谷配水地　ポンプ取替工事 

鉛給水管布設替工事（その2） 

鉛給水管布設替工事（その3） 

松原墓地墓参道工事 

2080－6001，6002　芹谷地区農地災害復旧工事 

鉛給水管布設替工事（その4） 

鉛給水管布設替工事（その5） 

鉛給水管布設替工事（その6） 

鉛給水管布設替工事（その7） 

集落林道福山浅谷線舗装工事（第2工区） 

市道秋元千柳すずかけ台団地線拡幅工事 

防火水槽設置工事 

市道町道第28号線上水道管移設工事 

市道千光寺線災害復旧工事 

県単地域営農確立促進事業堀田島線築造工事 

市民プラザ建設工事（建築主体工事） 

市民プラザ建設工事（電気設備工事） 

市民プラザ建設工事（機械設備工事） 

アクセス林道夢の平五谷線改良工事（第2工区） 

苗加地内宅地造成上水道管布設工事 

市道福山浅谷線災害復旧工事 

県単独水辺環境整備事業  般若せせらぎ地区整備工事 

安川地区安全施設設置工事 

砺波市特定環境保全公共下水道  青島地区枝線管渠工事（その1） 

砺波市特定環境保全公共下水道  青島地区枝線管渠工事（その2） 

市道福山栃上線災害復旧工事 

計 

狐島、西中、下中 

狐島、西中、下中 

高　波 

千　保 

千　保 

千　保 

上中野、井栗谷 

油　田 

五鹿屋 

庄川町示野 

芹　谷 

小　杉　外 

三郎丸　外 

本　町　外 

石　丸　外 

安　川 

秋　元 

庄川町示野 

庄川町青島 

芹　谷 

太郎丸 

庄川町青島 

庄川町青島 

庄川町青島 

五　谷 

苗　加 

東別所 

安　川 

安　川 

庄川町示野 

庄川町示野 

安　川 

1/13～3/25 

1/12～3/25 

1/12～3/25 

2/ 9～1/20 

1/25～1/20 

1/28～1/20 

1/14～2/28 

1/24～3/25 

1/24～3/25 

1/25～3/28 

1/24～3/25 

2/ 3～3/25 

2/ 3～3/25 

2/ 3～3/25 

2/ 3～3/25 

2/ 4～3/28 

2/ 3～3/25 

2/18～3/31 

2/18～3/25 

2/18～3/30 

2/21～3/25 

3/22～9/25 

3/ 8～9/25 

3/22～9/25 

3/30～10/20 

3/14～3/25 

3/ 9～3/30 

3/14～3/28 

3/ 9～3/28 

3/22～3/25 

3/22～3/25 

3/22～3/30

16,775 

1,327 

2,873 

458,457 

78,632 

22,173 

5,890 

2,499 

3,473 

6,478 

1,702 

2,795 

2,785 

3,383 

2,825 

17,447 

1,446 

4,788 

2,354 

3,283 

6,471 

449,282 

88,632 

170,751 

22,543 

13,267 

1,557 

6,863 

3,729 

11,500 

2,337 

5,070 

1,423,387

16,590 

1,228 

2,782 

388,500 

76,650 

21,525 

5,796 

2,415 

3,402 

6,300 

1,680 

2,730 

2,730 

3,244 

2,761 

17,220 

1,417 

4,725 

2,257 

3,213 

6,352 

446,250 

87,150 

166,530 

22,260 

12,915 

1,522 

6,720 

3,622 

11,340 

2,289 

4,935 

1,339,050

ユーシン建設㈱ 

辰村道路㈱  砺波営業所 

㈲川原工業所 

山岸・齊藤ＪＶ 

柴田電気工事㈱ 

㈱オオタ総合設備 

㈱柿本商会  富山支店 

㈱竹部工業 

㈱カンエー設備工業 

藤森工業㈱ 

藤井工務店 

㈲紫藤鉄工 

㈲丸井工業 

㈲藤井商会 

富田配管工業㈱ 

山田建設㈱ 

㈲池田建設工業 

㈱神下組 

藤森工業㈱ 

㈲森建設 

砺波建設㈱ 

神下・庄川ＪＶ 

㈱クリシマ 

吉井・藤森ＪＶ 

山田建設㈱ 

㈱竹部 

㈱前田組 

八田建設 

八田建設 

水上工業㈱ 

太田配管㈱ 

八田建設 

工　　　　事　　　　名 箇　所 工　　期 予定価格 契約金額 契約業者名 

県単独  水辺環境整備事業  般若せせらぎ地区測量設計業務 

市谷地区急傾斜地崩壊対策用地測量業務委託 

市道三島町堀田島線外1路線植栽剪定委託 

特定地域生活排水処理事業  栴檀山地区  浄化槽設置調査設計業務委託（その7） 

市道道路台帳修正業務委託（その3） 

計 

安　川 

市　谷 

太郎丸 

栴檀山 

一　円 

2/ 3～2/18 

2/18～3/30 

3/ 9～3/25 

3/ 9～3/31 

3/ 9～3/30

1,336 

680 

953 

2,340 

996 

6,305

1,281 

651 

911 

2,289 

955 

6,087

㈱雄川 

㈱明和 

㈲飯田造園 

エヌ・ビー・エス㈱ 

㈱上智 

委　　　　託　　　　名 箇　所 工　　期 予定価格 契約金額 契約業者名 

介護保険業務支援システム機器 

計 

高齢児童課 3/22～3/31 物品非公表 

0

16,537 

16,537

松下電器産業㈱ 北陸支店 

物　　　　品　　　　名 納入場所 納　　期 予定価格 契約金額 契約業者名 

（単位：千円） 

公共事業発注状況  公共事業発注状況  
　市では平成17年の1月から3月の間に次の公共事業を発注しましたので、落札状況とあわせてお知らせします。なお、

工事の際には、市民の皆さんにご不便をおかけすることもあるかと思いますが、ご協力をよろしくお願いします。 

公共事業発注状況  
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～2005となみチューリップフェアプレイベント開幕～ 

～出町子供歌舞伎曳山祭り～ 

　４月16、17日の両日、出町子供歌舞伎曳
山祭りが、出町市街地各所で行われました。 
　今年は、西町曳山の当番年で演目は「一の
谷嫩(ふたば)軍記　熊谷陣屋の段」でした。
演じたのは、出町小学校６年生の小幡俊介くん、
加藤広恵さん、５年生の吉岡翔哉くん、山本
めぐみさん、舘真理恵さん、４年生の上田莉
子さん、３年生の加藤弘晃くんの７名です。
本番では、約４ヶ月間にわたる練習の成果を
発揮して迫力のある演技を披露。見事に演じ
きった豆役者たちには、観客からの大きな拍
手が送られていました。 

　４月15日、チューリップ四季彩館前において、2005となみチューリップフェアプレイベント
の開幕式が行われました。今年は新市誕生記念として、プレイベント(４月21日まで)、本イベント
(５月５日まで)、セカンドイベント(５月８日まで)と、より豪華に長い期間の開催となります。 
　庄川木工まつり(５月１日～３日)と併せて、たくさんの皆さんのご来場をお待ちしています。 
 

〜 〜 

3
21

4
20
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～栴檀山体育館完成～ 
　４月３日、栴檀山体育館の竣工式が行わ
れました。砺波市では、学校体育館などが
ない地区に、順次体育施設を整備してきま
した。この栴檀山体育館の完成で、全地区
に体育施設が整備されたことになります。
地区民の健康づくりと地域の輪をつくる拠
点として、多くの利活用が図られます。当
日は、地元の方などが多く集まり、獅子舞
などで完成を祝いました。 

　～砺波市民ごみゼロ運動～ 
 　４月３日早朝、旧砺波市全地区において、砺

波市民ごみゼロ運動が行われました。雨が降る
悪天候の中となりましたが、市民の皆さん、道
路や公園などに落ちているごみを拾い、美化活
動に取り組みました。市全体で可燃ごみ、不燃
ごみを合わせて、8,000㎏以上のごみが集め
られました。5月29日には、旧庄川町区域に
おいて、ごみゼロ運動が行われます。日頃から
環境美化に対する意識を持ちましょう。 
 

～チューリップバルーン大会～ 
　４月16、17日にわたり中村多目的運動広場
において、チューリップバルーン2005が開催
されました。このバルーン大会は、となみチュ
ーリップフェアに先駆けて開催されているもの
で、全国からチームが集まり競技されています。
両日ともに快晴の中、参加した25チームのバ
ルーンが大空に向かって飛び立ちました。会場
だけでなく、家から飛び出して気球を眺める方
や、気球が着陸する田んぼに先回りしている方
などがあちらこちらでいました。 
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　３月21日に、満100歳を迎えられた土田すゞさん（明
治38年３月21日生）のお祝いが、あかり苑で行われ、
市長よりお祝い状と記念品が贈られました。 
　現在は、毎日仲の良い方との会話を楽しんでいらっし
ゃいます。長寿の秘訣は、農業で体が鍛えられたこと。
お祝い状を受け取られる時には、「申し訳こざいません。
どうもありがとうございます。」と、しっかりとした口
調でお礼を述べられました。 

チューリ君 リップちゃん 

ゆず太くん ゆず香ちゃん 

砺波市の「シンボルキャラクター」を決定しました 
　砺波市の「シンボルキャラクター」が、「チューリ君」、「リップちゃん」、「ゆず太くん」、「ゆず香ちゃん」に
決定しました。決定したシンボルキャラクターは、地域の特産品をモチーフとしていること。イベントにあわせて
活用できること。10年以上、市民及び観光客に親しまれていることなどから、合併前のシンボルキャラクターを
引き続き市のシンボルキャラクターとしたものです。 
　今後は、市のさまざまなイベント等に活用されます。また、市民の皆さんの活用も期待しています。（使用され
る場合は、企画総務部総務課へ申請してください。申請書は、ホームページからダウンロードできます。） 

　４月19日、庄川川開きが行われ、中野、太田、
般若の幼稚園児たちが、ニジマスのコイの稚魚を
放流しました。 

　４月８日、チューリップ街道実行委員会の皆さ
んにより、約280個のプランターが国道156号線
沿いの歩道に設置されました。 

問合せ  総務課  ℡内線２０３ 

～土田すゞさん(大窪)～ 

E-mail koho@city.tonami.lg.jp

ちょっとした話題やいい話ありませんか？ 
ご意見やご提案もお待ちしています。 

広報情報課広報情報係まで教えてください。 
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にご利用ください！ 

　４月24日、庄川勤労者体育センターにおいて、
平成16年度消防表彰伝達式が行われました。　
　　　　　　　　　　　　　（敬称略） 
消防庁長官表彰 
　永年勤続功労章　江村　一義（本部） 
富山県知事表彰　　　　　　　　 
　無火災表彰綬　栴檀山分団（36ヵ月） 
　　　　　　　　雄　神分団（36ヵ月） 
　　　　　　　　種　田分団（36ヵ月） 
　功　績　章　　堅田　　潔（五鹿屋分団） 
　　　　　　　　川辺　昭治（東野尻分団） 
　　　　　　　　小谷　秀三（雄神分団） 
　精　勤　章　　満保　　清（栴檀山分団） 
　　　　　　　　河島外志雄（五鹿屋分団） 
　　　　　　　　小西　吉一（青島分団） 
日本消防協会長表彰 
　功　績　章　　大谷　弘行（鷹栖分団） 
　精　績　章　　宮野　健一（栴檀野分団） 
　勤　続　章　　老松　　弘（出町分団） 
　　　　　　　　小谷　秀三（雄神分団） 
　　　　　　　　藤井　俊英（雄神分団） 

　砺波市と庄川町との合併を記念して、砺波市に自
作童話を送っていただきました。送ってくださった
のは、佐藤きよみさん(高波)です。４月９日、図書館
開催の｢おはなしのひろば」の時間において、この童
話が披露されました。子どもたちは、興味深くこの
お話を聞いていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【あらすじ】庄川町三谷に大工の棟梁をしていた80
歳のおじいさんがいました。ある日、昼寝をしてい
て夢をみました。木ねずみたちがたくさんやってきて、
おじいさんにお宮さんを建ててほしいとお願いします。
おじいさんは、木ねずみたちのおまじないで若返り、
立派なお宮さんを建てました。そのお宮さんは金色
に輝き、木ねずみたちに誘われおじいさんはそのお
宮さんの中に入っていきました。この夢をみながら、
おじいさんは天国へと旅立っていったのでした。 

　４月１日に、日本通運株式会社富山支店より、マ
ウンテンバイク20台とカヌー４台が砺波市に寄贈さ
れました。これは、市民の皆さんに自然と親しんで
いただくことを目的として、寄贈されたものです。 
　これらは庄川スポーツクラブ「アユーズ」主催の
スポーツイベントなどで利用される予定です。一般
の方への貸し出しも行っていますので、お気軽にご
利用ください。 
　気持ちのいい陽射しを全身に浴びながら、皆さんも、
アウトドアスポーツを楽しみませんか。 
　詳しくは、庄川体育センター(℡82-5008)まで、
お問い合わせ下さい。 

～作者・佐藤きよみさん(高波)～ 

市へ寄付をいただきました 
　竹田玉枝さん（高波） 
　高齢者福祉施設整備のため　　金十万円 



１８ 

公
営
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の 

　
　
　
　
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 

  

　
公
営
住
宅
（
収
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収
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③
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公
営
住
宅
　
５
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２
日（
月
）〜
18
日（
水
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特
定
公
共
賃
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住
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に
つ
い
て
は
、
随
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付
し
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。 
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平
成
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年
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回
）
防
火
管
理
者

資
格
取
得
講
習
会
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

と
き
　
６
月
28
日（
火
）・
29
日（
水
） 

場
所
　
南
砺
市
福
野
体
育
館（
南
砺
市
寺
家
） 

講
習
区
分
　
甲
種 

受
付
期
間 

５
月
16
日（
月
）〜
６
月
21
日（
火
） 

 

平
成
１７
年
度（
第
１
回
） 

　
　
　
　
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
の
案
内 

受
付
期
間
　
５
月
６
日（
金
）ま
で 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
砺
波
消
防
署
予
防
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

くらしの情報 

砺波市役所　tel３３-１１１１・fax３３-５３２５ 
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か
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図
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児
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②
お
子
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が
加
入
し
て
い
る
保
険
証 

申
請
先
　
高
齢
児
童
課
窓
口 
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え
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税
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支
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。 
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要
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身
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障
害
者
手
帳
等
、
運

転
免
許
証
、
軽
自
動
車
の
車
検
証
、
認
印 

申
請
期
限
　
５
月
24
日（
火
） 

からのお知らせ  国 民 年 金 
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建
設
室
　
　
　
　
内
線
３
７
１
 

く
ら
し
・
行
政 

く
ら
し
・
行
政 

高
齢
児
童
課
　
　
　
内
線
１
５
２
 

都
市
整
備
課
　
　
　
内
線
２
４
３ 

税
務
課
　
　
　
　
　
内
線
１
１
３
 

砺
波
消
防
署
　
　
　
３３ 

ー 

０
１
１
９ 

市民課国保年金係   　内線１３９　　 富山社会保険事務局砺波事務所  　３３－１１６５ 

からのお知らせ  国 民 年 金 
こんなときは国民年金の窓口にこんな届け出を 

～届け出が遅れると年金が受けられなくなる場合もあります。14日以内に必ず届け出て下さい。～ 

※印鑑や年金手帳のほかに添付書類が必要な場合もありますので、届け出をする前に窓口で確認して下さい。 
　第１号被保険者は、こんな人……20歳以上60歳未満の自営業、自由業、学生など 
　第２号被保険者は、こんな人……会社員や公務員で職場の厚生年金や共済組合の加入者 
　第３号被保険者は、こんな人……会社員や公務員に扶養されている配偶者（主婦や主夫） 

こんなとき 

20歳になったとき 

年金手帳を亡くしたとき 

配偶者の扶養から外れたとき 

会社を退職したとき 

会社員等の扶養になったとき 

こんな届け出を 

会社員・公務員以外は国民年金の 
加入手続きをしてください。 

（厚生年金保険・共済組合加入者除く） 

第１号被保険者への取得の手続き 

第３号被保険者への種別変更の手続き 

第１号被保険者への種別変更の手続き 

再交付の申請 

どこへ 

第１号→市役所へ 
第３号→配偶者の 
　　　　勤務先へ 

第１号→市役所へ 
第３号→配偶者の 
　　　　勤務先へ 

市役所へ 

配偶者の勤務先へ 

市役所へ 

届出に必要なもの 

（第１号）国民年金取得届 
　　　　（20才用）、印鑑 
（第３号）印鑑 

年金手帳、印鑑、離職票 

年金手帳、印鑑 

年金手帳、印鑑 

身分証明・印鑑 

となみ 　広報　広報　 となみ 　広報　 2005.5



１９ 

不
妊
治
療
費
を
助
成
し
ま
す 

  

　
砺
波
市
で
は
、
体
外
受
精
等
の
不
妊
治

療
を
受
け
て
い
る
夫
婦
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成

し
て
い
ま
す
。 

対
象
と
な
る
ご
夫
婦 

●
県
の
指
定
医
療
機
関
に
お
い
て
体
外
受

　
精
、
顕
微
授
精
の
治
療
を
受
け
て
い
る
。 

●
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い
る
。 

●
県
の
不
妊
治
療
費
助
成
の
決
定
を
受
け

　
て
い
る
。 

助
成
額
　
１
年
度
あ
た
り
10
万
円
を
限
度 

※
年
度
と
は
、
４
月
１
日
か
ら
３
月
31
日

　
ま
で
を
い
い
ま
す
。 

問
合
先
　
不
妊
治
療
費
助
成
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
必
ず
砺
波
市
健
康
セ
ン
タ
ー
ま

た
は
、
庄
川
健
康
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。 

配
偶
者
の
市
県
民
税
の
均
等
割
非
課

税
措
置
が
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
ま
す 

  

　
今
ま
で
は
、
市
県
民
税
均
等
割
の
納
税

義
務
の
あ
る
夫
と
生
計
を
一
に
す
る
妻
で
、

夫
と
同
じ
市
内
に
住
所
を
有
す
る
場
合
は
、

所
得
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
均
等
割
は
非

課
税
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
平

成
17
年
度
か
ら
非
課
税
措
置
が
段
階
的
に

廃
止
さ
れ
、
妻
の
所
得
金
額
が
一
定
金
額

を
超
え
る
場
合
に
は
、
均
等
割
が
課
税
さ

れ
ま
す
。 

　
均
等
割
額
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度

は
２
千
円
、
平
成
18
年
度
以
降
は
４
千
円

に
な
り
ま
す
。 

牛
乳
パ
ッ
ク
回
収
及
び
家
庭
用
品

修
理
会
（
包
丁
・
ハ
サ
ミ
研
ぎ
） 

  

　
「
拾
っ
て
み
よ
う
！
み
ん
な
の
手
で
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
砺
波
市
消
費
者

グ
ル
ー
プ
が
、
牛
乳
バ
ッ
ク
を
回
収
し
て

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
と
交
換
し
ま
す
。

（
た
だ
し
、
交
換
は
牛
乳
パ
ッ
ク
50
枚
で

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
１
個
、
お
一
人
牛

乳
パ
ッ
ク
３
０
０
枚
ま
で
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。）
ま
た
、
家
庭
用
品
修
理
会

（
包
丁
、
ハ
サ
ミ
研
ぎ
の
受
付
）
を
行
い

ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
牛
乳

パ
ッ
ク
は
き
れ
い
に
洗
っ
て
切
り
開
い
て

待
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 

と
き
　
５
月
29
日（
日
） 

場
所
　
市
役
所
正
面
玄
関 

＊
受
付
時
間
は
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30

分
で
す
。 

児
童
手
当
制
度
の
ご
案
内 

  

〜
現
在
受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
は
〜 

　
児
童
手
当
は
、小
学
校
第
３
学
年
修
了

前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。（
た
だ
し
、所
得
制
限
が

あ
り
ま
す
。
） 

　
所
得
制
限
超
過
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

今
ま
で
受
給
し
て
い
な
い
方
も
申
請
に
よ

り
受
給
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

申
請
方
法
　
高
齢
児
童
課
の
窓
口
へ
「
認

定
請
求
書
」
等
を
提
出
く
だ
さ
い
。 

＊
児
童
手
当
は
認
定
請
求
を
し
た
日
の
属

す
る
月
の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
６

月
か
ら
受
け
る
場
合
は
必
ず
５
月
末
日
ま

で
に
認
定
請
求
書
等
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
６
月
以
降
提
出
さ
れ
た
場
合
は
そ
の

翌
月
分
か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。 

 

〜
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
〜 

　
児
童
手
当
を
現
在
受
給
さ
れ
て
い
る
方

は
、
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
現
況
届
の
お
知
ら
せ
に
つ
い
て

は
、
広
報
６
月
号
に
詳
細
を
掲
載
い
た
し

ま
す
。 

 

自
動
車
臨
時
運
行
許
可
業
務
（
仮
ナ

ン
バ
ー
）を
庄
川
支
所
で
も
行
い
ま
す 

  

　
こ
れ
ま
で
、
自
動
車
臨
時
運
行
許
可
業

務
は
本
庁
市
民
課
の
み
で
取
り
扱
っ
て
い

ま
し
た
が
、
５
月
２
日
以
降
は
、
庄
川
支

所
市
民
福
祉
課
で
も
業
務
を
行
い
ま
す
。 

　
４
月
１
日
か
ら
、
砺
波
警
察
署
の

管
轄
区
域
に
旧
庄
川
町
区
域
が
移
管

さ
れ
、
砺
波
市
の
行
政
区
域
と
砺
波

警
察
署
の
管
轄
区
域
が
同
じ
に
な
り

ま
し
た
。 

　
旧
庄
川
区
域
の
皆
さ
ん
は
、
暮
ら

し
に
関
わ
る
警
察
関
係
の
申
請
・
届

出
の
手
続
き
等
が
砺
波
警
察
署
に
変

わ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

子ども
たちが食べている

食べてみませんか

高
齢
児
童
課
　
　
　
　
内
線
１
５
２
 

生
活
環
境
課
　
　
　
　
内
線
１
４
２ 

税
務
課
　
　
内
線
１
１
１
〜
１
１
３ 

砺
波
市
健
康
セ
ン
タ
ー
　
３２ 

ー 

７
０
６
２ 

市
民
福
祉
課
　
　
　  

８２ 

ー 

１
９
０
２ 

子ども
たちが食べている

食べてみませんか

　地区の公民館や集会場、または学校給食セン
ターに集まって、子ども達と同じ給食を味わって
みませんか。その日の給食を調理師が届けます。  
と　　き　６月の給食が作られている日 
　　　　　午前11時30分～午後1時 
場　　所　砺波市内の公民館や集会場 
　　　　　または学校給食センター 
対　　象　砺波市在住の方 
人　　数　10人～40人程度（1グループ当り） 
会　　費　小学生と同じ給食費 
申込期限　5月20日まで 

子ども
たちが食べている

食べてみませんか
学校給食を学校給食を学校給食を

問合せ　学校給食センター　　３２－３５６１ 

砺
波
警
察
署
の 

管
轄
区
域
が
変
わ
り
ま
し
た 

砺
波
警
察
署
　
　
３２ 

ー 

０
１
１
０ 
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２ ３ 

●軽自動車の減免申請は 
　お早めに！ 
　（詳細は18頁を参照ください） 

●2005年なでしこ展 
　（～6月5日 庄川美術館） 

●有元利夫展、岡部俊彦展 
　は5月22日まで開催中！ 

国民の休日 こどもの日 

みどりの日 

●砺波市地域住宅相談所 
　無料住宅相談 
　（午後1時30分～4時30分、 
　  ＪＲ砺波駅コミュニティプラザ） 

福祉総合相談センター 
お悩みごとがありましたら 

気軽に相談してください。 

（日程表は31ページ） 

月 
Wed 水曜日 Thu 木曜日 Fri 金曜日 Sat 土曜日 

5月のスポーツカレンダー 

お問い合わせは…（財）砺波市体育協会事務局　  32‐5240

7日（土）　砺波市スポーツ少年団本部結団式 
　　　　  　　　　　　　　　　　及び交流大会 （砺波体育センター他） 
22日（日）　ビーチボール県体予選会 （砺波体育センター） 

スポーツ少年団競技別交流大会〔バドミントン〕 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （鷹栖小学校体育館） 
27日（金）　砺波市小学校連合運動会 （砺波市陸上競技場） 
28～29日（土・日）　第8回チューリップカップ バスケットボール大会 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（県西部体育センター） 
29日（日）　スポーツ少年団競技別交流大会 

〔卓球・剣道・バレーボール・野球（28日～）〕（砺波市内各会場） 

●水土里ウォーク・イン・庄川 
　（午前9時  弁財天公園スタート） 

（～6月26日 砺波市美術館） 

●ジャック・アンリ・ 
　ラルティーグ写真展 

●2005となみチューリップ 
　フェアセカンドイベント 
　　　　　　　　（～8日） 

●児童福祉週間（～11日） 

　「ちがうみんな ちがう夢 
　　　おんなじ大きな未来」 

●第53回庄川観光祭 
　　　　　　　   （～5日） 

となみチューリップフェア 

☆青空コンサート（自衛隊） 
　　　　　　　　　　4月29日午前11時～  午後1時～ 
☆フラワーダンスショー 4月30日午前10時～ 
☆ストリート三味線ライブ  
　　　　　　　　　　5月1日午前10時～  午後2時～ 
☆チューリップ踊り　　5月3日午後1時30分～ 午後2時～ 
☆ハワイアンダンスショー 5月4日午前10時～ 
☆越中民謡の祭典 5月4日午後2時～ 
☆ミニロボット博 5月5日 
☆青空コンサート　　5月5日午前10時～  午後2時～ 

イベント情報 

書の交付です。（ただし、税証明については、未納、

税の収納業務 
福祉、母子寡婦福祉）、身体障害者福祉手帳等の申
行、有料道路障害者割引申請などの窓口業務 
受付、乳幼児・妊産婦の福祉医療費請求書の発行な

２０ となみ 　広報　 2005.5

※月～金曜、毎日開館していますので、ぜひ遊びにき 
　てください！　（ただし、祝日は休みます。） 
　午前10時～午前11時30分まで 

TEL 82-6470

「庄川子育て支援センター」 

13日　身体計測・健康相談 

17日～19日　えのぐで遊ぼう！ 

20日　おはなしなあに 

25日　親子でリトミック 

27日　４月・５月生まれの誕生会 

５月のご案内 

毎週月曜日は子育て相談日 

●休館日　3日、4日、5日 

え ぬ え ぬ ぬ え 
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注  右の問題で○にはひらがな、□には漢字、△にはカタカナが入ります。 

い り ん ほ い り ほ ん 

　しりとりは「もっこう」からはじまり「ん」で終ります。 
ことばの始めと終りの語句は　の部分で重なります。 

しりとり・ことばさがしクイズ 

も  っ こ う 
1 2 3 4 5 6

16 14

29

13 12 11

2321 7

25

20 22

19 3332 34

35

24

18 31

8

9

15

30 2728

26

17 10

5月1日から3日にかけては、庄川□□まつりです。皆さん
お越しください。 
5月15日に開催される山開きはどこですか? 
市民プラザは、庄川支所、農村環境改善センター、庄川□
□センターの総称です。（→P2） 
5月28日は、水土里△△△△イン庄川です。ご参加をお
待ちしています。 
別名「砺波山」と呼ばれています。石川県境にある峠。 
「火牛の計」は有名ですね。 
順位のことを、英語でいうと。 
ほらあなのこと。 
うつ伏せになり、腕を屈伸する運動のことを、何伏せとい
う。 
風邪を予防する効果があります。うがいと何? 
○○○○ウォーキング教室に参加しませんか?（→P25） 
砺波市民憲章の本分のひとつ。「□□と文化を高めここ
ろ豊かなまちをつくります」（→P4） 
熱帯気候のひとつ。高温多湿で一年を通じて雨が多い気
候を「熱帯□□気候」と言います。 

ヒント：ヨイヤサー！ヨイヤサー！ 
「 」でひとつのことばができます。 

答えがわかった方は、ハガキに答えを書いて、〒939-1398砺波 
市栄町7-3 砺波市役所広報情報課クイズ係へ送付ください。 
抽選で3名の方に図書券（1,000円分）をお贈りします。 
締切りは5月18日（水）です。また広報へのご意見・イラスト等も 
お書き添え下さい。お待ちしています。 

43人の方が応募され、次の3人が当選されました。 

片田成二さん（東石丸）、 山田智美さん（東別所）、吉森美奈子さん（庄川町天正）。 

正解は「よろいかぶと」でした。当選された方には図書券をお贈りします。 
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